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旅行業の倒産　月次推移 （負債総額単位：百万円）

件数 負債総額 件数 負債総額 件数 負債総額 件数 負債総額

１月 3 209 3 260 2 96 0 0

２月 3 182 4 136 4 104 4 134

３月 4 166 5 422 3 207 1 190

４月 1 100 1 178 3 1,017 0 0

５月 2 40 0 0 2 82 2 675

６月 1 35 2 27,845 4 244 #N/A

７月 2 73 2 21 1 97 #N/A

８月 1 200 1 250 4 774 #N/A

９月 2 122 0 0 2 160 #N/A

10月 0 0 6 775 0 0 #N/A

11月 4 204 2 85 4 999 #N/A

12月 2 90 0 0 2 543 #N/A

年 計 25 1,421 26 29,972 31 4,323 7 999

2022(令和4)年　　　年

月

2019(令和1)年 2020(令和2)年 2021(令和3)年

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

倒産件数

2 件

前年同月比 ＋ 0.00%

2021年5月 2 件

前月比 -

2022年4月 0 件

※TSRの倒産集計は、1952年の集計開始以来、法的倒産と私的倒産を含む 

2022（令和4）年5月度 旅行業の倒産

（負債額1,000万円以上の企業倒産）

-

0円

負債総額

6億7,500万円

＋ 723.17%

8,200万円

倒産件数、負債総額ともに2カ月連続で前年同月を上回る

5月の旅行業の倒産は件数が2件（前年同月2件）で、いずれも新型コロナウイルス関連

倒産（同2件）だった。

負債総額は6億7,500万円（前年同月比723.1％増）で、2月以来、3カ月ぶりに前年同月

を上回った。原因別では、販売不振、既往のシワ寄せが各1件で、形態別では破産と取引

停止処分が各1件だった。都道府県別では東京都が2件だった。

今春に入り、一部地域で入国制限が緩和され、観光を目的とした渡航ニーズの回復に期

待が高まる。さらに、政府は6月1日、1日当たりの入国者数上限を2万人に引き上げた。2

年以上停滞していたインバウンド需要にも復調の兆しが見える一方、雇用調整助成金の特

例措置の縮小など、国による支援も端境期にあり、先行きは不透明な状況が続く。

倒産概況

問合先：経済研究室
電 話：03(6910)3157



東京商工リサーチ

2022年5月-2-

2022（令和4）年5月度旅行業 負債額別倒産状況

当月 構成比 前年同月比 前年同月 当月 構成比 前年同月比 前年同月

10億円以上 0 0.00% -  0 0 0.00% -  0

5億円以上 1 50.00% -  0 625 92.59% -  0

1億円以上 0 0.00% -  0 0 0.00% -  0

5千万円以上 1 50.00% -  0 50 7.40% -  0

1千万円以上 0 0.00% ▲100.00% 2 0 0.00% ▲100.00% 82

合計 2 100% 0.00% 2 675 100% 723.17% 82

件数 負債総額（百万円）
負債額

旅行業の倒産 同月（5月）推移

平均

（件） 前年比 （百万円） 前年比 負債額

2003年5月 10 -  2,780 -  278

2004年5月 5 ▲50.00% 272 ▲90.21% 54

2005年5月 8 60.00% 407 49.63% 50

2006年5月 4 ▲50.00% 124 ▲69.53% 31

2007年5月 4 0.00% 253 104.03% 63

2008年5月 1 ▲75.00% 60 ▲76.28% 60

2009年5月 7 600.00% 980 1533.33% 140

2010年5月 4 ▲42.85% 77 ▲92.14% 19

2011年5月 3 ▲25.00% 112 45.45% 37

2012年5月 4 33.33% 83 ▲25.89% 20

2013年5月 3 ▲25.00% 136 63.85% 45

2014年5月 2 ▲33.33% 98 ▲27.94% 49

2015年5月 1 ▲50.00% 40 ▲59.18% 40

2016年5月 3 200.00% 666 1565.00% 222

2017年5月 1 ▲66.66% 20 ▲96.99% 20

2018年5月 5 400.00% 297 1385.00% 59

2019年5月 2 ▲60.00% 40 ▲86.53% 20

2020年5月 0 ▲100.00% 0 ▲100.00% -

2021年5月 2 - 82 - 41

2022年5月 2 0.00% 675 723.17% 337

年月
件数 負債総額

倒産事例

（株）アイ・テイ・エス（TSR企業コード:291601618、東京都港区）は、東京地裁から

特別清算開始決定を受けた。フランスや北欧などヨーロッパ旅行を主力に、ツアーの企画

や航空券付きパックの販売をしていた。ピーク時の2007年7月期には売上高約58億8,100万

円をあげていた。

一時期はリーマン・ショック等の影響で売上高が40億円台に低下したものの、海外旅行

人気が下支えし、2013年7月期以降は売上高が50億円台で推移していた。

しかし、2020年以降は新型コロナウイルスの感染拡大により、従前通りの営業が困難と

なり、2020年7月期の売上高は約22億8,500万円まで減少した。その後も海外渡航の長期化

など、業況の改善が見込めないことから、自力での事業継続を断念し、2020年12月、旅行

事業を上場企業の子会社に譲渡。2022年2月23日株主総会の決議により解散し、今回の措

置となった。負債は6億2,500万円。


